












































本稿では、大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室の SS コーパス ver.1.0 から青森
県津軽方言話者、高知県幡多方言話者、東京下町方言語者のデータを資料として用いる。
SS コーパスとは大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室で 2001 年からスタートし
た SS プロジェクトで集められたコーパスである。 SS プロジェクトは (a) 日本語方言話者
のスタイル切換え、 (b) 日本語中間言語話者のスタイル切換え、の二つを取り上げ、その
実態を記述することを目的としている。方言 SS プロジェクトでは、日本各地に調査地を







一若>> ((老一老))((若一若》がある。 SS プロジェクトではスタイル切換えという観点からさ
まざまな言語項目についてこれら談話閣の比較分析を行っている。
表 1、 2 で津軽データの情報(阿部・坂口 2002: 12 より披粋)を、表 3、 4 で高知幡多デ




SA* 69 農業 0・:青森県弘前市
SC 66 農業 0-:青森県弘前市
YA 23 教諭 0・:青森県弘前市 18-22 :東京都 22戸:青森県弘前市
、rc 23 会社員 0・:青森県弘前市
YF お 学生 0-18 :兵庫県姫路市 18- :大阪府池田市
事SA は老年層の分析対象者、 SC は老年層の対話者、 YAは若年層の分析対象者、 YC は若年層
の対話者、 YFは調査者(若年層)を表す。
〔表 2 捧軽:談話情報〕
話者 話者閣の関係 収録時間 談話の展開
老一老 SA-SC 夫婦 31 分 SC が主導
老一若 SA-YA 祖父と孫 33 分 YA が質問、 SA が答える
老一調 SA-YF 初対面 39 分 YF が質問、 SA が答える
若一若 YA-YC 同年代 42 分 ほぽ同量の発話





SA 76 農業 0・18 :高知県宿毛市、 18-19 :中国(関東州)、 19・21 :中
国(州) 21-:高知県宿毛市
SC 77 石屋 0-21 :高知県宿毛市、 21・22 :高知県朝倉、 22・:高知県宿
毛市
YA 16 学生 0・2 :東京都目黒区 2-16 :高知県宿毛市 16・:高知県大
洲市
YC 16 学生 0・16 :高知県宿毛市
YF 26 学生 0・15 :京都市左京区 15-23 :東京都江戸川区 23帽:大阪
府池田市
〔表 4 高知幡多:談話情報〕
話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開
老一老 SA-SC 親しい同年代 30 分 SA が多く発話
老ー若 SA ..,- YA 祖父と孫 33 分 YA が質問、 SA が答える
老ー調 SA-YF 初対面 30 分 YF が質問、 SA が答える
若一若 YA-YC 同年代 35 分 YC が多く発話
若一調 YA-YF 初対面 30 分 W が質問、 YA が答える
〔表 5 東京下町:インフォーマント情報〕
年齢職業 居住歴
SA 70 元寿司職人・乾物屋 0・60: 東京都中央区 ω 千葉県柏市
SC 85 元呉服屋・現ビルオ 0・:東京都中央区(兵役が 5 年あるが、地域は不明
ーナ-
YA 21 寿司職人 0-:東京都中央区
YC 21 学生 0・1 :福島県福島市 1・:東京都中央区
YF 28 学生 0-15 :京都市左京区 15-2-: :東京都江戸川区 23・:
大阪府池田市
〔表 6 東京下町:談話情報〕
話者 話者閣の関係 収録時間 談話の展開
老一老 SA-SC 親しい同年代 32 分 SC が多く発話
老一若 SA-YA 祖父と孫 30 分 YA が質問、 SA が答える
老一調 SA-YF 初対面 28 分 YF が質問、 SA が答える
若一若 YA-YC 親しい同年代 38 分 同程度の発話量

























えられている。J (阿部・坂口 2002 より抜粋)
. [高知幡多:老一調]では、 rSA のスタイル切換えは方言体系内でのスタイル切換えと
見ることができる。J (高木 2002 より抜粋)
・東京下町では[東京下町:老一調]ではなく、[東京下町:老一老]で丁寧体の使用率が
高くなり、「切換えには初対面など親疎の要素はあまり関与せず、むしろ相手の年齢ない
し社会的地位などの要素が関与していると思われる。J (松丸・辻 2002 より抜粋)
これらのことから、本稿では、同一談話内で丁寧体と普通体の切換えのみられるタイプ
















































































共起形式 共通語形式 φ 方言形式 共通語形式 6 φ 方言形式
終鵬可 。 23 。 3 ー_}~(~~)て 4 ーーーーーーーーーー・ーーー -ーー__唾ーーー・ーー ーーー・・ーーーーー・. ネ、ダネ、カ ダベナ、ダイナ、
ダデヤ、ダピヨン
接続助詞 。 。 。 。
計勺 。 23 。 3 L___1里 4 
事1 カッコ内の数字は名調終了を表す.





























































て性のない「ナ」も 13 例使われている。参考までに、同じ SA の《対老)) ((対若》談
話における「カナJ fナ」の使用状況を見てみると、「ガナ」に関しては、《対老》談話























非方言形式 | 方言形式 |非方言形式 |方言形式








| 丁寧体 | 普通体
共起形式|共通語形式| φ |方言形式| 共通語形式 | φ 十 方言形式
終助調 |一一一一一任L_ _______~l____c__._ J~_L__一一一一立l一組制，~l_J一一一一一一--]-~_I
ヨ、ネ、 I I ワネ(乃 |ネ例 I I ゼ(4)
ヨネ、 I I ロ寸勾引 l カ(2) . I . I ワネ(4)
カ、カネ、 I I 1:カネ(2) I I 日「例
接続助詞 I 16 I ー I 7 I 21 I -I 21 
豆沼二二l二:二二伝説二T:h-'受話------1二二二!万語二二---二]
ガ(8) I I ケンド(4) 1:ガr'] (8)、 I I ケンド(12)
ケドο) I I I ケレド(3)
I ケド(3)




事4 その他の方言形文末形式は、煩雑になるため表 10 から除外した。出現例は丁寧体では否定辞のンデ
ショ 3例、イカンデショ 1 伊ムノダ文のガデス 1 例、普通体では、否定辞のン 7例、イカン 2 例、ノ






076SA:言葉ですか、 (YI: はい)言葉はーですねえ(YI: はい) (中路)
わたくしの、考え方一そうゅう考え方です。 (YI:そ一、はい。)はい。
(2) 丁寧体は従属節内でも使われ、共通語形接続助詞とも方言形接続助調とも共起する。





























人は俺じゃ、言わね。 (YF:出村今の奴は上も下も盤註立主。 (YF:俺σ はい)んで、
兄から姉さん、親に対してはわし。 (YF:ふん)うん、こゅう、ことです**ね。 (YF: は→)今、そ


















































298SA:大阪まあ兄弟おりますがね、 (YF: は、そうですか)うん。 (YF:ふん)でもねえσF:ふん)や
• はりあのここの兄弟が大阪主盃-C:L-J:"'?σF:はい)ほなも、大阪で生活するには、大阪
弁でま生活しよらーね? (YF: はし、)もー何十年もおるから。 (YF: はし、)でもこっちから
• ね、きょだい〔兄弟〕笠主主主歪? (YF: はい)
(11) でみられるように、丁寧体は聞き手目当てのある確認要求表現で用いられて
おり、普通体は聞き手目当てのない自問的な発話で用いられている。







































| 丁寧体 | 普通体
共起形式 |共通語形式| φ |方言形式| 共通語形式 | φ i 方言形式









117 3 。 40 。計吃 I 0 
事1 カッコ内の数字は名詞終了




凹2SA:変わったの昭和 45 年。 (YF:は一一)昭和 45 年三主ど士。(後絡)
(15) 
097YF:ランチ
仰8SA:食堂みたいな[も]の、 (YF: はい)と、そかあ《それから》寿司屋の、ん ランチでもって、寿




れぐらい、ビルがあったのはね? (YF: ほー) (中略)でも今ほど高くはできないな?
-116-
牧野由紀子




(2) rノ」で終わる文が 46 例あり、非常に多用されている。
(17) 
006YF:何歳ぐらいで寿司の す、道にはいったんですか。
→006SA:{笑い}恥ずかし恥ずかしながら (YF:えー)私寿司ぁ墨主主1， ¥(/)0 (YF:あ そうなん
ですか)
(中略)




(YF:あーあ あー)両方宝2エ主旦。 (YF: はい)で，それを 、んやって、 (YF: はい)ほて
《それで》みλノなでもって生活をしてたの。












27 140 86 
上の表から次のことがわかる。
(1) ((対調》で了寧体を使っていなかった SA が《老ー老》の談話においては丁寧体を多
用している。 SC は SA より 15 歳年長であるが、 SA.SC 双方が丁寧体を基調として会
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